
特許情報は同時に開発動向を示唆する重要なテクノロジー情報でもあります 

 

 

 

ガイドブックシリーズのねらい 
 

このガイドブックシリーズでは技術テーマを絞り、特許情報から見た最新のテ

クノロジー情報をお届けすることをねらいとしています。 
 

編集方針は、絞り込まれた特定の技術テーマに対して下記を意図しております。 

・最近の出願にあらわれる技術を知る 

・最近の出願から技術課題を知る 

・最近の出願企業を知る 

・自己の課題の相対的位置を知る 

・発明の出願形態(書き方、内容)を知る 
 

★特許情報は技術者・研究者に役立つテクノロジー情報です 

最近の研究開発の成果が反映されたテクノロジー情報です。競合各社の技術

者・研究者も、開発に携わる皆様と同じ技術テーマについて、直面する課題や

対応技術に取り組んでいます。特許情報は、それぞれが得意とする技術や注力

度合い、目指す技術的方向を反映する信頼度の高い技術情報です。 
 

★ガイドブックシリーズでは 

特定テーマについて実際の製品開発や改良研究を行っている企業第一線の技術

者や研究者を読者として想定しています。直近数年の特許出願に限り、技術テ

ーマを具体的に絞り込んだうえで、特許・技術の双方をみわたすガイドとなる

典型例を各巻ごとに７0～200件程度、掲載しました。 
 

各巻では、技術的観点（アングル）に従って平明でわかりやすく分類していま

す。それぞれのアングルには、できるだけ多くの特許情報を盛り込めるように

工夫しています。また、巻頭にはガイドマップを載せています。アングルごと

に内容を表わす図面を選び、扇形に配置した全体を見渡す俯瞰マップです。目

次も兼ねています。さらに詳しく調べる上で役に立つ特許分類（IPC/FI）のガ

イドもぜひご利用ください。巻末には、収録した特許情報の一覧表を収録しま

した。 
 

技術と特許の双方をにらんだ実戦的ガイドブックとして、本書をご活用くださ

い。 

株式会社ネオテクノロジー 
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がん診断機器の全体俯瞰 

 

本書で取り上げる技術対象 

本書はがん診断機器に着目し、がんの分析機器、分離機器、画像診断、センサー・プロ

ーブ、システムソフトウェア、その他の 6つに区分けし、研究者が見ておくべき特許情報

60件を厳選しました。DNA の遺伝子解析、マイクロ（mi）RNAを用いた遺伝子発現解析等の

測定技術の進歩により、がんの遺伝子診断の分析機器も急速な発展を遂げています。新し

いセンサー、プローブが次々と開発され、画像診断もさらに詳細で高感度なものが現われ

てきています。また、オンラインでデーターベースから解析するといった AIのシステム化

も進みつつあり、早期がんの診断や治療効果、予後に関する診断もできるようになる可能

性が推測されます。本書は、最新のがん診断マーカーの全体動向を知る情報として、また、

新しい診断方法開発のための具体的なテーマを考えるヒント等としてご利用いただくこと

ができます。 

 

◆分析機器 

 イメージング解析装置やアナライザー、生体情報を取得するためのデバイスや装置に

特徴がある特許情報を取り上げました。 

◆分離機器 

 がん細胞の捕捉および解析のデバイスとして、マイクロ流体関係の機器、流体素子等

に特徴がある特許情報を取り上げました。 

◆画像診断 

 がん診断のためのメージングシステムとして、ラマン撮像装置や質量サイトメトリ、

分子イメージング等に特徴がある特許情報を取り上げました。 

◆センサー・プローブ 

 がん細胞を検出、撮影するためのカメラガイドプローブ、蛍光分子プローブ、生検針、

発光ファイバー等に特徴がある特許情報を取り上げました。 

◆システムソフトウェア 

 がん診断システムとして、診断や予測のためのコンピュータプログラム、情報を集積

し解析するシステム等に特徴がある特許情報を取り上げました。 

◆その他 

 がん細胞の捕捉および解析のデバイスとして、新規の標識デバイス、ヒストンの修飾

や質量分析によるがんの判定等に関する特許情報を取り上げました。 
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アングルの定義 
イメージング解析装置やアナライザー、生体情報を取得するためのデバイスや装置に特徴がある特許情報
を取り上げました。 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

G01N  33/53   
G01N  37/00   
C12M   1/00   
C12M   1/34   
C12Q   1/68   
G01N  33/543  

(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 

4 
4 
3 
3 
3 
3 

G01N 33/543  575   
G01N 37/00   101   
A61P 35/00         
C12M  1/00      A  
C12M  1/34      B  
以下続く 

3 
3 
2 
2 
2 

分析機器 
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(54)【発明の名称】核酸及びタンパク質の移動式デバイス分析のためのシステム及び方法

［続きあり］

(57)【要約】

  検出した信号を分析、並びに、その結果を無線ネット

ワークを介して比較及び供給するための移動式デバイス

システムと組合せたコンパクト集積チップを用いた、核

酸又はタンパク質を抽出、任意で増幅及び検出するため

の携帯式システムである。関連したシステム及び方法が

提供される。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

関連出願

本出願は、２０１４年３月１１日出願の米国仮特許出願

第６１／９５１，０８４号の利益を主張し；及び、２０

１３年９月９日出願の米国仮特許出願第６１／８７５，

６６１号の利益を主張し；及び、２０１３年３月１５日

出願の米国仮特許出願第６１／７９０，３５４号の利益

を主張する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

生体試料の迅速な分析のためのシステムであって：

少なくとも１つの集積チップを受け取る移動式デバイス

を備え；

前記移動式デバイスは集積チップを処理し、その上にロ

ードした生体試料を分析し；

前記移動式デバイス及び前記集積チップは一緒に、前記

集積チップ上の分子又は流体系の操作及び制御のうち少

なくとも１つを実施するように構成され；

及び、ここで、前記移動式デバイス及び前記集積チップ

は一緒に、生体試料の分析の複数の工程の少なくとも１

つを管理する少なくとも１つのパラメーターをプラス若

しくはマイナス１０％、プラス若しくはマイナス１％、

プラス若しくはマイナス０．１％、プラス若しくはマイ

ナス０．０１％、プラス若しくはマイナス０．００１％

又はプラス若しくはマイナス０．０００１％内まで精密

制御するよう構成される、前記システム。
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特表2016-522676(2)

【請求項２】

前記移動式デバイスが前記少なくとも１つのコンパクト

集積チップを受け取る携帯式制御アセンブリを備え、前

記集積チップは：

抽出モジュールを備え；

前記抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュール

を備えてもよく；及び、

前記核酸増幅モジュール又は抽出モジュールに流体連通

した生体試料検出モジュールを備え、

前記携帯式制御アセンブリは：

抽出制御モジュール；

前記抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増幅制

御モジュール；並びに

前記核酸増幅モジュール及び抽出モジュールに機能的に

連結した生体試料検出制御モジュールを用いることで、

前記集積チップを処理し、その上にロードした生体試料

を分析する、請求項１に記載のシステム。

【請求項３】

前記携帯式制御アセンブリが、前記集積チップ上に、生

体試料をロードする、及び、１つ以上の試薬をロードし

てもよい、手段をさらに備える、請求項１又は２に記載

のシステム。

【請求項４】

前記核酸抽出制御モジュールが前記集積チップ上にロー

ドした生体試料で細胞の溶解を実行するための化学的溶

解手段をさらに備える、請求項１～３のいずれか１項に

記載のシステム。

【請求項５】

前記抽出制御モジュールが、前記集積チップ上にロード

した生体試料内に超音波を発生させるための超音波処理

手段をさらに備え、前記超音波は生体試料の細胞の細胞

膜を破壊するのに十分である、請求項１～４のいずれか

１項に記載のシステム。

【請求項６】

前記抽出制御モジュールが、前記集積チップ上に配置さ

れる微細加工突起物上で、前記集積チップ上にロードし

た生体試料の細胞を機械的にせん断するのに十分な流体

圧を発生させるための流体圧発生手段をさらに含む、請

求項１～５のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項７】

前記抽出制御モジュールが、前記集積チップ上にロード

した生体試料に様々な電圧を適用する電気穿孔手段をさ

らに含み、前記電圧は生体試料の細胞を破壊するのに十

分である、請求項１～６のいずれか１項に記載のシステ

ム。

【請求項８】

前記抽出制御モジュールが、前記集積チップ上にロード

した生体試料に導入したシリカ粒子を捕捉するためのシ

リカ粒子捕捉手段をさらに備える、請求項１～７のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項９】

前記核酸抽出制御モジュールが、前記集積チップ上にロ

ードした生体試料に導入した磁性粒子を捕捉するための

磁性粒子捕捉手段をさらに備える、請求項１～８のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項１０】

前記磁性粒子捕捉手段が磁石を含む、請求項１～９のい

ずれか１項に記載のシステム。

【請求項１１】

前記核酸増幅モジュールがウェルベースの核酸増幅のた

めの手段をさらに備える、請求項１～１０のいずれか１

項に記載のシステム。

【請求項１２】

前記ウェルベースの核酸増幅のための手段が、前記集積

チップの核酸増幅モジュールを加熱／冷却するための熱

電性加熱手段を含む、請求項１～１１のいずれか１項に

記載のシステム。

【請求項１３】

集積チップの核酸増幅モジュールを加熱／冷却するため

の前記熱電性加熱手段が、温度センサー、前記熱電性加

熱手段を制御するための動力制御手段、並びに、核酸増

幅のための命令を保管及び実行するための処理部を含む

、請求項１～１２のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１４】

前記ウェルベースの核酸増幅のための手段が、前記集積

チップの前記核酸増幅モジュールの赤外線加熱のための

手段を含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載のシ

ステム。

【請求項１５】

前記ウェルベースの核酸増幅のための手段が、前記集積

チップの前記核酸増幅モジュールのマイクロ波加熱のた

めの手段を含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載

のシステム。

【請求項１６】

前記ウェルベースの核酸増幅のための手段が、前記集積

チップの前記核酸増幅モジュール内で核酸鎖に制御した

張力を適用するための手段を含む、請求項１～１５のい

ずれか１項に記載のシステム。

【請求項１７】

前記制御した張力が機械的な張力、流体力学的な張力又

は電磁的張力である、請求項１～１６のいずれか１項に

記載のシステム。

【請求項１８】

前記核酸鎖に制御した張力を適用するための手段が恒温

的に操作するように構成される、請求項１～１７のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項１９】

前記核酸増幅モジュールが、前記集積チップの前記核酸

増幅モジュールを通る緩衝液の流れを発生させる流体流

発生手段を備える流体ベースの核酸増幅手段をさらに備
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え、前記流体流発生手段は、前記集積チップの前記核酸

増幅モジュールの温度を制御する温度制御手段と機能的

に連結している、請求項１～１８のいずれか１項に記載

のシステム。

【請求項２０】

前記核酸増幅モジュールが、核酸増幅を実行するための

リアルタイムポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）制御手段

を備える、請求項１～１９のいずれか１項に記載のシス

テム。

【請求項２１】

前記生体試料検出制御モジュールが核酸を検出するため

の蛍光検出手段を備える、請求項１～２０のいずれか１

項に記載のシステム。

【請求項２２】

前記蛍光検出手段が発光ダイオード及び／又はレーザー

ダイオード、データ獲得デバイス、並びに、獲得データ

を保管及び処理するための処理部を含む、請求項１～２

１のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項２３】

前記核酸検出制御モジュールが核酸分離を実行するため

のキャピラリー電気泳動（ＣＥ）制御手段をさらに備え

、前記ＣＥ制御手段は前記蛍光検出手段に機能的に連結

している、請求項２２のいずれか１項に記載のシステム

。

【請求項２４】

前記ＣＥ制御手段が、集積チップの核酸検出モジュール

全域に電圧を適用するための高電圧制御部をさらに含み

、前記電圧は核酸の分離を実行するのに十分である、請

求項１～２３のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項２５】

前記核酸検出制御モジュールがハイブリダイゼーション

マイクロアレイをさらに備える請求項１～２４のいずれ

か１項に記載のシステム。

【請求項２６】

前記核酸検出制御モジュールが核酸を検出するための電

気化学手段を備える、請求項１～２５のいずれか１項に

記載のシステム。

【請求項２７】

前記核酸検出制御モジュールが核酸を検出するためのイ

ンピーダンス測定手段を備える、請求項１～２６のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項２８】

生体試料及び／又は核酸を、前記集積チップを通って動

かすための流体圧発生手段をさらに含む、請求項１～２

７のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項２９】

前記生体試料を分析して獲得したデータを保管、分類、

定量化及び伝達するためのデータ処理手段をさらに含む

、請求項１～２８のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項３０】

前記データ処理手段が無線データ伝達のための手段を含

む、請求項１～２９のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項３１】

前記データ処理手段がウイルスロード量を算出するため

のウイルスロード量算出手段をさらに含む、請求項１～

３０のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項３２】

データを出力するためのデータディスプレイ手段をさら

に備える、請求項１～３１のいずれか１項に記載のシス

テム。

【請求項３３】

前記システムが移動式デバイスである、請求項１～３２

のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項３４】

前記集積チップが使い捨てである、請求項１～３３のい

ずれか１項に記載のシステム。

【請求項３５】

生体試料の迅速な分析のためのシステムであって：

少なくとも１つのコンパクト集積チップを受け取る携帯

式制御アセンブリを備え、前記コンパクト集積チップは

：

前記集積チップ上に生体試料をロードする、及び、１つ

以上の試薬をロードしてもよいための注入ポート；

抽出モジュール；

前記抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュール

；

前記核酸増幅モジュールに流体連通した検出モジュール

を備え、

前記携帯式アセンブリは：

前記集積チップ上にロードした生体試料に導入した磁性

粒子を捕捉するための磁性粒子捕捉手段を備える抽出制

御モジュール；

前記抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増幅制

御モジュールであって、集積チップの核酸増幅モジュー

ルを加熱／冷却するための熱電性加熱手段を備える前記

核酸増幅制御モジュール；並びに、

前記核酸増幅モジュール及び核酸抽出モジュールと機能

的に連結した検出制御モジュールであって：

核酸又はタンパク質を検出するための蛍光検出手段；及

び

前記蛍光検出手段に機能的に連結したキャピラリー電気

泳動（ＣＥ）制御手段であって、前記集積チップの前記

核酸検出モジュール全域に、核酸又はタンパク質の分離

を実行するのに十分な電圧を適用するための高電圧制御

部をさらに含む前記ＣＥ制御手段を備える前記検出制御

モジュール；並びに、

前記集積チップを通って前記生体試料及び／又は核酸を

動かすための流体圧発生手段を備える、前記システム。

【請求項３６】

前記磁性粒子捕捉手段が磁性ビーズを捕捉するための永
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久及び／又は電磁石を含む、請求項３５に記載のシステ

ム。

【請求項３７】

前記蛍光検出手段が発光ダイオード及び／又はレーザー

ダイオード、データ獲得デバイス、並びに、獲得データ

を保管及び処理するための処理部を含む、請求項３５又

は３６に記載のシステム。

【請求項３８】

データを保管、分類、定量化及び伝達するためのデータ

処理手段をさらに含む、請求項３５～３７のいずれか１

項に記載のシステム。

【請求項３９】

前記データ処理手段が無線データ伝達のための手段を含

む、請求項３５～３８のいずれか１項に記載のシステム

。

【請求項４０】

データを出力するためのデータディスプレイ手段をさら

に備える、請求項３５～３９のいずれか１項に記載のシ

ステム。

【請求項４１】

前記システムが手持ちである、請求項３５～４０のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項４２】

前記集積チップが使い捨てである、請求項３５～４１の

いずれか１項に記載のシステム。

【請求項４３】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（１）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを備えること、

（２）少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも１つ

の集積チップ上にロードすること；

（３）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールと機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び、

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを備えること

；

並びに、

（４）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした生体試料からの核酸の抽出、増幅

及び検出を実行することを含む、前記方法。

【請求項４４】

ウイルスロード量を算出することをさらに含む、請求項

４３に記載の方法。

【請求項４５】

前記生体試料が血液、唾液、精液、尿、羊水、脳脊髄液

、滑液、硝子体液、胃液、鼻咽頭吸引物又はリンパ液の

うちいずれか１つ以上である、請求項４３又は４４に記

載の方法。

【請求項４６】

前記試料が、組織試料、水試料、空気試料、食物試料又

は作物試料である、請求項４３～４５のいずれか１項に

記載の方法。

【請求項４７】

前記生体試料分析が水媒介病原体、空気媒介病原体、食

物媒介病原体又は作物媒介病原体のうちいずれか１つ以

上を検出する、請求項４３～４６のいずれか１項に記載

の方法。

【請求項４８】

生体試料の核酸の迅速な逐次抽出、増幅及び分離のため

の集積チップであって、前記集積チップは：

核酸抽出モジュール、核酸増幅モジュール及び核酸分離

モジュールに連続して流体連通したマイクロ流体チャネ

ルをその中に統合したハウジング、

生体試料及び試薬を注入するための、前記核酸抽出モジ

ュールに流体連通した少なくとも１つの試料入口ポート

を備え；

ここで、前記核酸抽出モジュールは、生体試料から核酸

を抽出するための少なくとも１つの抽出チャンバーを備

え、前記抽出チャンバーは少なくとも１つの試料輸送チ

ャネルによって前記試料入口ポートに連結しており；

ここで、前記核酸増幅モジュールは、核酸を増幅するた

めの増幅チャンバーを少なくとも１つ備え、前記核酸増

幅チャンバーは、少なくとも１つの核酸輸送チャネルに

よって前記抽出チャンバーに連結しており；並びに、

ここで、前記核酸分離モジュールは、核酸を分離及び検

出するための検出チャネルを少なくとも１つ備え、前記

検出チャネルは、少なくとも１つの増幅産物輸送チャネ

ルによって核酸増幅チャンバーに連結している、前記集

積チップ。

【請求項４９】

前記少なくとも１つの抽出チャンバーが磁性ビーズを含

む、請求項４８に記載の集積チップ。

【請求項５０】

前記少なくとも１つの抽出チャンバーが細胞溶解及び核

酸抽出のための試薬を含む、請求項４８又は４９に記載

の集積チップ。

【請求項５１】

前記核酸増幅モジュールが、前記少なくとも１つの核酸

輸送チャネルに流体連通した少なくとも１つの試薬追加

ポートをさらに含む、請求項４８～５０のいずれか１項

に記載の集積チップ。
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【請求項５２】

前記核酸分離モジュールが、少なくとも１つの増幅産物

輸送チャネルに流体連通した少なくとも１つの試料ウェ

ルをさらに備える、請求項４８～５１のいずれか１項に

記載の集積チップ。

【請求項５３】

前記核酸分離モジュールが：

少なくとも１つの検出チャネルに流体連通した少なくと

も１つの試料廃棄ウェル；

少なくとも１つの検出チャネルに流体連通した緩衝液廃

棄ウェル；

及び、

少なくとも１つの検出チャネルに流体連通した緩衝液ウ

ェルをさらに備える、請求項４８～５２のいずれか１項

に記載の集積チップ。

【請求項５４】

少なくとも２つの試料入口ポート；

少なくとも２つの核酸抽出チャンバーであって、それぞ

れが少なくとも２つの試料入口ポートのうち１つにそれ

ぞれの試料輸送チャネルによって連結している前記核酸

抽出チャンバー；

少なくとも２つの核酸増幅チャンバーであって、それぞ

れが少なくとも２つの抽出チャンバーのうち１つにそれ

ぞれの核酸輸送チャネルによって連結している前記核酸

増幅チャンバー；及び、

少なくとも２つの検出チャネルであって、それぞれが各

核酸増幅チャンバーにそれぞれの増幅産物輸送チャネル

によって連結している前記検出チャネルを含む、請求項

４８～５３のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項５５】

前記少なくとも２つの検出チャネルが交差する、請求項

４８～５４のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項５６】

少なくとも２つの試薬追加ポートをさらに含み、前記試

薬追加ポートはそれぞれが各核酸輸送チャネルに流体連

通している、請求項４８～５５のいずれか１項に記載の

集積チップ。

【請求項５７】

少なくとも２つの試料ウェルをさらに備え、前記試料ウ

ェルはそれぞれが各増幅産物輸送チャネルに流体連通し

ている、請求項４８～５６のいずれか１項に記載の集積

チップ。

【請求項５８】

前記少なくとも２つの試料ウェルが、さらなる試薬の追

加及び／又は処分の使用のために構成される、請求項４

８～５７のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項５９】

少なくとも１つの試料廃棄ウェルをさらに備え、前記少

なくとも１つの試料廃棄ウェルはそれぞれが少なくとも

２つの検出チャネルに少なくとも２つの試料廃棄チャネ

ルによって連結している、請求項４８～５８のいずれか

１項に記載の集積チップ。

【請求項６０】

前記少なくとも１つの試料廃棄ウェルが、さらなる試薬

の追加及び／又は処分の使用のために構成される、請求

項４８～５９のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項６１】

それぞれが少なくとも２つの検出チャネルに流体連通し

た少なくとも１つの緩衝液廃棄ウェル；及び、

少なくとも２つの検出チャネルに流体連通した緩衝液ウ

ェルをさらに含む、請求項４８～６０のいずれか１項に

記載の集積チップ。

【請求項６２】

前記少なくとも１つの緩衝液廃棄ウェル及び前記緩衝液

ウェルが、さらなる試薬の追加及び／又は処分の使用の

ために構成される、請求項４８～６１のいずれか１項に

記載の集積チップ。

【請求項６３】

前記緩衝液ウェルが少なくとも２つの検出チャネルの交

差する点に配置され、前記緩衝液ウェルが前記交差する

検出チャネルに流体連通している、請求項４８～６２の

いずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項６４】

少なくとも８つの試料入口ポート；

少なくとも８つの核酸抽出チャンバー；

少なくとも８つの核酸増幅チャンバー；

少なくとも８つの検出チャネル；

少なくとも８つの試薬追加ポート；

少なくとも８つの試料ウェル；

少なくとも４つの試料廃棄ウェル；

少なくとも４つの緩衝液廃棄ウェル；及び

少なくとも１つの緩衝液ウェルを含む、請求項４８～６

３のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項６５】

前記少なくとも１つの核酸抽出チャンバー及び／又は少

なくとも１つの試料輸送チャネルに配置される微細加工

突起物をさらに含む、請求項４８～６４のいずれか１項

に記載の集積チップ。

【請求項６６】

前記少なくとも１つの検出チャネル全域に電圧を適用す

るための少なくとも２つの電極をさらに含む、請求項４

８～６５のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項６７】

前記少なくとも１つの核酸輸送チャネルを通る流体の流

れを制御するための核酸流制御弁を少なくとも１つさら

に含む、請求項４８～６６のいずれか１項に記載の集積

チップ。

【請求項６８】

前記少なくとも１つの増幅産物輸送チャネル通る流体の

流れを制御する増幅産物制御弁を少なくとも１つさらに
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含む、請求項４８～６７のいずれか１項に記載の集積チ

ップ。

【請求項６９】

各核酸輸送チャネルを通る流体の流れを制御するための

少なくとも２つの核酸流制御弁；及び

各増幅産物輸送チャネルを通る流体の流れを制御するた

めの少なくとも２つの増幅産物制御弁をさらに含む、請

求項４８～６８のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項７０】

前記少なくとも２つの核酸流制御弁及び前記少なくとも

２つの増幅産物制御弁が、各試薬追加ポート及び／又は

各試料ウェルへの挿入のために構成される受動プラグで

ある、請求項４８～６９のいずれか１項に記載の集積チ

ップ。

【請求項７１】

前記少なくとも２つの核酸の流れ制御弁及び前記少なく

とも２つの増幅産物制御弁が電磁的に制御可能な弁であ

る、請求項４８～７０のいずれか１項に記載の集積チッ

プ。

【請求項７２】

前記電磁的に制御可能な弁が磁性流体弁である、請求項

４８～７１のいずれか１項に記載の集積チップ。

【請求項７３】

前記少なくとも２つの試料入口ポート、前記少なくとも

２つの試薬追加ポート、前記少なくとも２つの試料ウェ

ル、前記少なくとも４つの試料廃棄ウェル、前記少なく

とも４つの緩衝液廃棄ウェル、及び、前記少なくとも１

つの緩衝液ウェルが受動プラグを受け取るように構成さ

れる、請求項４８～７２のいずれか１項に記載の集積チ

ップ。

【請求項７４】

前記少なくとも１つの抽出チャンバーが少なくとも５μ

Ｌの容積を有する請求項４８～７３のいずれか１項に記

載の集積チップ。

【請求項７５】

生体試料の迅速な分析のためのシステムであって：

少なくとも１つの集積チップを受け取るハードウェアシ

ステムを備え、前記集積チップは：

前記集積チップ上に生体試料をロードする、及び、１つ

以上の試薬をロードしてもよいための注入ポート；

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸分離モジュ

ールを備え、

前記ハードウェアシステムは：

前記集積チップ上にロードした生体試料に導入した磁性

粒子を捕捉するための磁性粒子捕捉手段を備える核酸抽

出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュールであって、集積チップの核酸増幅モジ

ュールを加熱／冷却するための熱電性加熱手段を備える

前記核酸増幅制御モジュール；並びに、

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールと

機能的に連結した核酸検出制御モジュールであって：

核酸を検出するための蛍光検出手段；及び

前記蛍光検出手段に機能的に連結したキャピラリー電気

泳動（ＣＥ）制御手段であって、前記集積チップの前記

核酸分離モジュール全域に、核酸の分離を実行するのに

十分な電圧を適用するための高電圧制御部をさらに含む

前記ＣＥ制御手段を備える前記核酸検出制御モジュール

；並びに、

前記集積チップを通って前記生体試料及び／又は核酸を

動かすための流体圧発生手段を備える、前記システム。

【請求項７６】

前記磁性粒子捕捉手段が磁性ビーズを捕捉するための永

久及び／又は電磁石を含む、請求項７５に記載のシステ

ム。

【請求項７７】

前記蛍光検出手段が発光ダイオード及び／又はレーザー

ダイオード、データ獲得デバイス、並びに、獲得データ

を保管及び処理するための処理部を含む、請求項７５又

は７６に記載のシステム。

【請求項７８】

データを保管、分類、定量化及び伝達するためのデータ

処理手段をさらに含む、請求項７５～７７のいずれか１

項に記載のシステム。

【請求項７９】

データを出力するためのデータディスプレイ手段をさら

に備える、請求項７５～７８のいずれか１項に記載のシ

ステム。

【請求項８０】

前記集積チップの核酸増幅モジュールを加熱／冷却する

ための熱電性加熱手段が、温度センサー、前記熱電性加

熱手段を制御するための動力制御手段、並びに、核酸増

幅のための命令を保管及び実行するための処理部を含む

、請求項７５～７９のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項８１】

前記核酸増幅モジュールが、核酸増幅を実行するための

リアルタイムポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）制御手段

を備える、請求項７５～８０のいずれか１項に記載のシ

ステム。

【請求項８２】

前記蛍光検出手段が発光ダイオード及び／又はレーザー

ダイオード、データ獲得デバイス、並びに、獲得データ

を保管及び処理するための処理部を含む、請求項７５～

８１のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項８３】

前記核酸検出制御モジュールが核酸分離を実行するため

のキャピラリー電気泳動（ＣＥ）制御手段をさらに備え
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、前記ＣＥ制御手段は前記蛍光検出手段に機能的に連結

している、請求項７５～８２のいずれか１項に記載のシ

ステム。

【請求項８４】

前記ＣＥ制御手段が、前記集積チップの前記核酸分離モ

ジュール全域に電圧を適用するための高電圧制御部をさ

らに含み、前記電圧は核酸の分離を実行するのに十分で

ある、請求項７５～８３のいずれか１項に記載のシステ

ム。

【請求項８５】

前記高電圧制御部が、前記集積チップの前記核酸分離モ

ジュール全域に１０Ｖ～１０ｋＶを適用する、請求項７

５～８４のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項８６】

前記核酸検出制御モジュールがハイブリダイゼーション

マイクロアレイをさらに含む、請求項７５～８５のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項８７】

前記流体圧発生手段が陽圧又は陰圧のいずれかを供給す

るポンプモジュールを備える、請求項７５～８６のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項８８】

生体試料の迅速な分析の方法であって：

集積チップを提供する工程であって、前記集積チップは

：

生体試料及び試薬を注入するための少なくとも１つの試

料入口ポート；

前記生体試料から核酸を抽出するための抽出チャンバー

を少なくとも１つ備える核酸抽出モジュールであって、

前記抽出チャンバーが少なくとも１つの試料輸送チャネ

ルによって前記試料入口ポートに連結している、前記核

酸抽出モジュール；

核酸を増幅するための増幅チャンバーを少なくとも１つ

備える核酸増幅モジュールであって、前記核酸増幅チャ

ンバーが少なくとも１つの核酸輸送チャネルによって前

記抽出チャンバーに連結している、前記核酸増幅モジュ

ール；並びに、

核酸を分離及び検出するための検出チャネルを少なくと

も１つ備える核酸分離モジュールであって、前記検出チ

ャネルが少なくとも１つの増幅産物輸送チャネルによっ

て核酸増幅チャンバーに連結している、前記核酸分離モ

ジュールを備える、工程；

少なくとも１つの試料注入ポートを介して、少なくとも

１つの生体試料、及び、任意で試薬を少なくとも１つの

抽出チャンバーに注入する工程；

分子プローブが付着した磁性ビーズに前記少なくとも１

つの生体試料を添加することで、前記少なくとも１つの

抽出チャンバーの前記少なくとも１つの生体試料から核

酸を抽出する工程；

前記少なくとも１つの抽出チャンバーから前記少なくと

も１つの核酸増幅チャンバーへ核酸を輸送する工程；

熱ポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）によって前記少なく

とも１つの核酸増幅チャンバーの核酸を増幅する工程；

前記核酸増幅チャンバーから前記少なくとも１つの検出

チャネル内へ核酸を輸送する工程；並びに、

核酸を大きさで分離し、前記少なくとも１つの検出チャ

ネルで核酸を検出する工程を含む、前記方法。

【請求項８９】

前記少なくとも１つの抽出チャンバーの前記少なくとも

１つの生体試料から核酸を抽出する前記工程が、少数～

数千の細胞から核酸を抽出することを含む、請求項８８

に記載の方法。

【請求項９０】

少なくとも１つの生体試料から核酸を抽出する前記工程

が、細胞を溶解すること、抽出した核酸を保持すること

、及び、前記少なくとも１つの抽出チャンバーで抽出し

た核酸を精製することを含む、請求項８８又は８９に記

載の方法。

【請求項９１】

前記少なくとも１つの抽出チャンバーから細胞残屑を除

去することをさらに含む、請求項８８～９０のいずれか

１項に記載の方法。

【請求項９２】

前記ＰＣＲがリアルタイム定量ＰＣＲである、請求項８

８～９１のいずれか１項に記載の方法。

【請求項９３】

少なくとも１つの検出チャネルで核酸を検出する前記工

程が：

少なくとも１つの検出チャネル全域に電圧を適用するこ

と；及び、

光源で前記少なくとも１つの検出チャネルを照射するこ

と；及び、

前記少なくとも１つの検出チャネルから蛍光信号を検出

することを含む、請求項８８～９２のいずれか１項に記

載の方法。

【請求項９４】

前記集積チップが：

少なくとも２つの試料入口ポート；

少なくとも２つの核酸抽出チャンバーであって、それぞ

れが前記少なくとも２つの試料入口ポートの１つに試料

輸送チャネルによって連結している前記核酸抽出チャン

バー；

少なくとも２つの核酸増幅チャンバーであって、それぞ

れが前記少なくとも２つの抽出チャンバーの１つに、１

つの核酸輸送チャネルによって連結している、前記核酸

増幅チャンバー；及び、

少なくとも２つの検出チャネルであって、それぞれが前

記少なくとも２つの核酸増幅チャンバーの１つに、１つ

の増幅産物輸送チャネルによって連結している、前記検

出チャネルを含み、
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ここで、前記少なくとも２つの検出チャネルは交差する

、請求項８８～９３のいずれか１項に記載の方法。

【請求項９５】

少なくとも２つの生体試料及び任意で試薬を少なくとも

２つの試料注入ポートを介して少なくとも２つの抽出チ

ャンバーへ注入することをさらに含み、ここで、検出の

工程が同時又は順次に実施され、前記少なくとも２つの

生体試料をそれぞれ分析する、請求項８８～９４のいず

れか１項に記載の方法。

【請求項９６】

前記集積チップが：

前記少なくとも１つの核酸輸送チャネルを通る流体の流

れを制御するための少なくとも１つの核酸の流れ制御弁

；及び、

前記少なくとも１つの増幅産物輸送チャネルを通る流体

の流れを制御するための少なくとも１つの増幅産物制御

弁をさらに含む、請求項８８～９５のいずれか１項に記

載の方法。

【請求項９７】

前記集積チップが：

それぞれが少なくとも２つの検出チャネルに流体連通し

た少なくとも１つの緩衝液廃棄ウェル；及び、

少なくとも２つの検出チャネルに流体連通した緩衝液ウ

ェルをさらに含み、

ここで、前記少なくとも１つの緩衝液廃棄ウェル及び前

記緩衝液ウェルがさらなる試薬の追加及び／又は処分の

使用のために構成される、請求項８８～９６のいずれか

１項に記載の方法。

【請求項９８】

前記緩衝液ウェルが少なくとも２つの検出チャネルの交

差する点に配置され、前記緩衝液ウェルが前記交差する

検出チャネルに流体連通している、請求項８８～９７の

いずれか１項に記載の方法。

【請求項９９】

前記少なくとも２つの検出チャネルに核酸分離のための

ふるい分けマトリックスをロードする工程をさらに含む

、請求項８８～９８のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１００】

前記少なくとも１つの検出チャネルで核酸を検出するこ

とが、０．５μＬ以下のＰＣＲ増幅核酸を検出すること

を含む、請求項８８～９９のいずれか１項に記載の方法

。

【請求項１０１】

核酸を大きさで分離し、核酸を検出する前記工程が２時

間未満、１時間未満、３０分間未満、１分間未満又は１

秒間未満内で実施される、請求項８８～１００のいずれ

か１項に記載の方法。

【請求項１０２】

前記少なくとも１つの生体試料から核酸を抽出する前記

工程が３～４分間；及び５～３０分間のうち少なくとも

１つ内に実施される、請求項８８～１０１のいずれか１

項に記載の方法。

【請求項１０３】

マイクロ流体デバイスにおける弁アセンブリであって：

流体を輸送するためのマイクロ流体チャネルであって、

上面と下面との間に形成され、縦方向の軸を有する前記

マイクロ流体チャネル；

受動プラグを受け取るための前記上面における弁ポート

；及び

前記弁ポートへの挿入のために構成される受動プラグを

含み、

ここで、前記弁ポートの反対側の下面の部分は縦方向の

軸に沿って均一の深さである、前記弁アセンブリ。

【請求項１０４】

マイクロ流体デバイスにおける弁アセンブリであって：

流体輸送用の輸送チャネル；

前記輸送チャネルに交差する磁性流体チャネル；

双方が前記磁性流体チャネルによって連結した第１の磁

性流体貯蔵所及び第２の磁性流体貯蔵所；

磁性流体貯蔵所のいずれか１つ又は双方にある磁性流体

；並びに、

磁性流体チャネルを磁性流体で満たすための永久磁石又

は電磁石を備える、前記弁アセンブリ。

【請求項１０５】

マイクロ流体デバイスにおける弁アセンブリであって：

貯蔵所；

前記貯蔵所に連結した出力末端を有する流体輸送用の流

入輸送チャネル；

それぞれが前記貯蔵所に連結した入力末端を有する流体

輸送用の第１及び第２の流出チャネル；

前記貯蔵所に配置される磁性流体；並びに、

前記貯蔵所の前記磁性流体の位置を制御する磁石を備え

、

ここで、前記貯蔵所内の前記磁性流体は：

流入チャネルの出力末端；

若しくは、第２の流出チャネルの入力末端ではなく第１

の流出チャネルの入力末端；

若しくは、第１の流出チャネルの入力末端ではなく第２

のチャネルの入力末端のいずれかを閉じ；

又は、流入チャネルの出力末端も、第１及び第２の流出

チャネルの入力末端も閉じないように配置される、前記

弁アセンブリ。

【請求項１０６】

マイクロ流体デバイスにおける弁アセンブリであって：

上面と下面との間に形成される、流体輸送用のマイクロ

流体チャネル；

膨張可能弾性膜を受け取るための前記上面の弁ポート；

前記弁ポートへの挿入のために構成される膨張可能弾性

膜；及び

前記膨張可能弾性膜を膨張するための前記膨張可能弾性
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膜に連結した入口空気管であって、前記膨張可能弾性膜

は、膨張していない時に流体がマイクロ流体チャネルを

通って移動するのを可能にし、膨張している時に流体が

マイクロ流体チャネルを通って移動するのを阻害する、

前記入口空気管を備える、前記弁アセンブリ。

【請求項１０７】

前記膨張可能弾性膜及び入口空気管が前記チップに埋め

込まれる、請求項１０６に記載の弁アセンブリ。

【請求項１０８】

前記膨張可能弾性膜が前記上面と下面との間に配置され

る、請求項１０６又は１０７に記載の弁アセンブリ。

【請求項１０９】

マイクロ流体デバイスにおける弁アセンブリであって：

流体を受け取るためのローディングウェル；

前記ローディングウェルに連結した第１の輸送チャネル

；

前記第１の輸送チャネルを介して前記ローディングウェ

ルに流体連通した閉じたチャンバー；

前記閉じたチャンバーに連結した第２の輸送チャネル；

前記第２の輸送チャネルを介して前記閉じたチャンバー

に流体連通した開いたウェル；

膨張していない時に前記ローディングウェルと前記閉じ

たチャンバーとの間で流体連通を可能にし、膨張してい

る時に前記ローディングウェルと前記閉じたチャンバー

との間で流体連通を阻害する、前記第１の輸送チャネル

の第１の膨張可能弾性膜；

膨張している時に流体を吐き出す、前記閉じたチャンバ

ーの第２の膨張可能弾性膜；及び

膨張していない時に前記閉じたチャンバーと前記開いた

ウェルとの間で流体連通を可能にし、膨張している時に

は前記ローディングウェルと前記閉じたチャンバーとの

間で流体連通を阻害する、前記第２の輸送チャネルの第

３の膨張可能弾性膜を備える、前記弁アセンブリ。

【請求項１１０】

前記第１、第２及び第３の膨張可能弾性膜にそれぞれ連

結した第１、第２及び第３の気圧入力管をさらに含む、

請求項１０９に記載の弁アセンブリ。

【請求項１１１】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを備えること、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び、

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを備えること

；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした前記生体試料の核酸の抽出、増幅

及び検出を実行すること；

（ｅ）前記生体試料からの前記核酸の検出に基づいて、

前記少なくとも１つの生体試料の源である人に関連する

少なくとも１つのバイオマーカーを決定すること；並び

に、

（ｆ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに基づいて

：

（ｉ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに関連する

疾患状態の治療用処置を実行する少なくとも１つの薬剤

の投与量；

（ｉｉ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに関連す

る前記疾患状態の治療用処置を実行する複数の薬剤の組

合せ；並びに、

（ｉｉｉ）前記少なくとも１つの生体試料の源である人

が前記少なくとも１つのバイオマーカーに関連する疾患

状態のための薬剤治療に対して反応するかどうかの決定

のうち、少なくとも１つを決定することを含む、前記方

法。

【請求項１１２】

前記少なくとも１つのバイオマーカーが特定の株の病原

体又は疾患に特異性である、請求項１１１に記載の方法

。

【請求項１１３】

（ｉ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに関連する

疾患状態の治療用処置を実行する少なくとも１つの薬剤

の投与量；及び

（ｉｉ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに関連す

る疾患状態の治療用処置を実行する複数の薬剤の組合せ

のうち少なくとも１つ決定することを含む方法であって

、前記方法は、特定の株に基づいて、前記少なくとも１

つの薬剤の投与量及び前記複数の薬剤の組合せのうち少

なくとも１つを独自に決定することを含む、請求項１１

１又は１１２に記載の方法。

【請求項１１４】

特定の株に基づいて独自に決定した投与量又は組合せを

送達することをさらに含む、請求項１１１～１１３のい

ずれか１項に記載の方法。

【請求項１１５】

前記特定の株がヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）の株を

含む、請求項１１１～１１４のいずれか１項に記載の方

法。
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【請求項１１６】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを含むこと、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを含むこと；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした生体試料の核酸の抽出、増幅及び

検出を実行すること；

（ｅ）生体試料からの核酸の検出に基づいて、前記少な

くとも１つの生体試料で、前記少なくとも１つの生体試

料の源である人に関連する少なくとも１つのバイオマー

カーの量を決定すること；並びに、

（ｆ）前記少なくとも１つの生体試料の前記少なくとも

１つのバイオマーカーの量に基づいて、前記少なくとも

１つの生体試料の源である人において、前記少なくとも

１つのバイオマーカーに関連する疾患状態の処置の進行

の度合いを決定することを含む、前記方法。

【請求項１１７】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを含むこと、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを含むこと；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした生体試料の核酸の抽出、増幅及び

検出を実行すること；

（ｅ）生体試料からの核酸の検出に基づいて、前記少な

くとも１つの生体試料の源である人に関連する少なくと

も１つのバイオマーカーを決定すること；並びに、

（ｆ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに基づいて

、（ｉ）前記少なくとも１つの生体試料の源である人の

ためのパーソナルケア製品の選択、（ｉｉ）前記人のた

めのパーソナルケア製品の送達量、（ｉｉｉ）前記人の

美容上の皮膚のタイプ、及び（ｉｖ）前記少なくとも１

つの生体試料における、前記人の少なくとも１つの美容

バイオマーカーの量のうち、少なくとも１つを決定する

ことを含む、前記方法。

【請求項１１８】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを含むこと、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを含むこと；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした生体試料の核酸の抽出、増幅及び

検出を実行すること；

（ｅ）生体試料からの核酸の検出に基づいて、前記少な

くとも１つの生体試料で、前記少なくとも１つの生体試

料の源である人に関連する少なくとも１つの美容バイオ

マーカーの量を決定すること；並びに、

（ｆ）前記少なくとも１つの生体試料の前記少なくとも

１つのバイオマーカーの量に基づいて、前記少なくとも

１つの生体試料の源である人において、美容上の処置の

進行の度合いを決定することを含む、前記方法。

【請求項１１９】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー
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ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを含むこと、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを含むこと；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした生体試料の核酸の抽出、増幅及び

検出を実行すること；

（ｅ）生体試料からの核酸の検出に基づいて、前記少な

くとも１つの生体試料の源である人に関連する少なくと

も１つのバイオマーカーを決定すること；並びに、

（ｆ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに基づいて

、前記少なくとも１つの生体試料の源である人の健康の

度合い又は種類を決定することを含む、前記方法。

【請求項１２０】

前記人の健康の度合い又は種類を決定することが、（ｉ

）前記人の栄養上の健康の度合い又は（ｉｉ）前記人の

栄養上の必要性及び（ｉｉｉ）前記人のアユルベーダ上

の身体の種類のうち少なくとも１つを決定することを含

む、請求項１１９に記載の方法。

【請求項１２１】

前記人の健康の度合い又は種類を決定することが、前記

人の糖尿病に関連する少なくとも１つのバイオマーカー

を定量化することを含む、請求項１１９又は１２０に記

載の方法。

【請求項１２２】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを含むこと、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを含むこと；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした生体試料の核酸の抽出、増幅及び

検出を実行すること；

（ｅ）生体試料からの核酸の検出に基づいて、前記少な

くとも１つの生体試料の源である人に関連する少なくと

も１つのバイオマーカーを決定すること；並びに、

（ｆ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに基づいて

、前記少なくとも１つの生体試料の源である人が、前記

少なくとも１つのバイオマーカーに関してサブセット遺

伝子群のメンバーであるかどうかを決定することを含む

、前記方法。

【請求項１２３】

前記生体試料の前記核酸の検出に基づいて、（ｉ）疾患

状態の治療用処置を実行する少なくとも１つの薬剤の投

与量；及び（ｉｉ）前記疾患状態の治療用処置を実行す

る複数の薬剤の組合せのうち少なくとも１つ伝達するこ

とをさらに含む、請求項１～１２２のいずれか１項に記

載の方法。

【請求項１２４】

前記生体試料から検出された核酸が次のもの：食品安全

性病原体を示す核酸；農業上の疾患を示す核酸；獣医学

上の疾患を示す核酸；考古学試料由来の核酸；法医学試

料由来の核酸；水試料由来の核酸；環境状態を示す核酸

；関税試料由来の核酸；安全性に関する核酸；生体防御

に関する核酸；バイオ燃料に関する核酸；スポーツ参加

者に関する核酸；及び人のウェルネスに関する核酸のう

ち少なくとも１つを含む、請求項１～１２３のいずれか

１項に記載の方法。

【請求項１２５】

前記携帯式制御アセンブリに連結した情報伝達モジュー

ルを用いること、生体試料に関する調節したデータ信号

を送信及び受信のうち少なくとも１つを実行することを

さらに含む、請求項１～１２４のいずれか１項に記載の

方法。

【請求項１２６】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを、有線ネット

ワークを含むネットワーク上で実行することを含む、請

求項１～１２５のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１２７】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを、無線ネット

ワークを含むネットワーク上で実行することを含む、請

求項１～１２６のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１２８】

前記ネットワークがBluetooth規格に従って操作される

よう構成される、請求項１～１２７のいずれか１項に記

載の方法。

【請求項１２９】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つをモデム上で実
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行することを含む、請求項１～１２８のいずれか１項に

記載の方法。

【請求項１３０】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つをクラウドネッ

トワーク上で実行することを含む、請求項１～１２９の

いずれか１項に記載の方法。

【請求項１３１】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを実行して前記

携帯式制御アセンブリから離れて臨床ヘルスケアを提供

することを含む、請求項１～１３０のいずれか１項に記

載の方法。

【請求項１３２】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを実行して前記

携帯式制御アセンブリを用いた医療ケア及び公衆衛生サ

ービスのうち少なくとも１つを提供することを含む、請

求項１～１３１のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１３３】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを、移動式デバ

イスネットワークを含むネットワーク上で実行すること

を含む、請求項１～１３２のいずれか１項に記載の方法

。

【請求項１３４】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを、テキストメ

ッセージシステムを介して実行することを含む、請求項

１～１３３のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１３５】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つを、ローカルエ

リアネットワーク、広域ネットワーク及びインターネッ

トのうち少なくとも１つ上で実行することを含む、請求

項１～１３４のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１３６】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つが、少なくとも

１つのゲノムプロファイルを保管する遠隔ゲノムデータ

ベースと接続することを含む、請求項１～１３５のいず

れか１項に記載の方法。

【請求項１３７】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つが、中央データ

センターと前記情報伝達モジュールとの間で調節したデ

ータ信号の二方向の情報交換に関与することを含む、請

求項１～１３６のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１３８】

前記情報伝達モジュールを用いて、（ｉ）前記中央デー

タセンターから病原体又は疾患マッピング情報を受信す

ること、及び（ｉｉ）少なくとも１つのアッセイ結果を

前記中央データセンターへ送信することを含む、請求項

１～１３７のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１３９】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つが、中央データ

センターに地理的位置情報を送信することを含む、請求

項１～１３８のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１４０】

前記送信及び受信のうち少なくとも１つが、中央データ

センターから、複数の情報伝達モジュールからの疾患大

発生の検出パターンの検出の通知を受信することを含む

、請求項１～１３９のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１４１】

前記携帯式制御アセンブリに連結した情報伝達モジュー

ルを用いて、単一参照試料の信号プロファイルの保管、

送信及び受信のうち少なくとも１つを実施することをさ

らに含む請求項１～１４０のいずれか１項に記載の方法

。

【請求項１４２】

前記生体試料から検出した核酸に基づいて、ウイルスロ

ード量、体積当たりの予測細胞計数、及び、薬剤投薬の

滴定のうち少なくとも１つを決定することを含む、請求

項１～１４１のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１４３】

前記システムが分子の位置又は配向を１００ｎｍ未満、

１０ｎｍ未満、又は１ｎｍ未満の寸法内まで制御するこ

とを可能にするよう構成される、請求項１～１４２のい

ずれか１項に記載のシステム。

【請求項１４４】

前記システムが、１０ｍｍ未満、１ｍｍ未満、１００ミ

クロン未満、１０ミクロン未満、１ミクロン未満、１０

０ｎｍ未満、１０ｎｍ未満又は１ｎｍ未満の最大寸法を

含む少なくとも１つの反応チャンバーを含む、請求項１

～１４３のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１４５】

前記システムが、生体試料を分析するために用いる反応

を管理するパラメーターをプラス若しくはマイナス１０

％、プラス若しくはマイナス１％、プラス若しくはマイ

ナス０．１％、プラス若しくはマイナス０．０１％、プ

ラス若しくはマイナス０．００１％又はプラス若しくは

マイナス０．０００１％内まで制御するよう構成される

、請求項１～１４４のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１４６】

前記抽出モジュールが核酸抽出モジュールである、請求

項１～１４５のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１４７】

前記抽出モジュールがタンパク質抽出モジュールである

、請求項１～１４６のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１４８】

前記核酸増幅モジュールが恒温核酸増幅モジュールを含

む、請求項１～１４７のいずれか１項に記載のシステム

。

【請求項１４９】

前記恒温核酸増幅モジュールが：ループ媒介性恒温増幅

モジュール、ヘリカーゼ依存性増幅モジュール、鎖置換

増幅モジュール、ブリッジ増幅モジュール、又はローリ

ングサークル増幅モジュールのうち少なくとも１つを含
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む、請求項１～１４８のいずれか１項に記載のシステム

。

【請求項１５０】

前記恒温核酸増幅モジュールが：

（ａ）一本鎖核酸の１つ以上の鋳型鎖を、１つ以上の鋳

型鎖の一部分と相補的である１つ以上のオリゴヌクレオ

チドプライマーに接触させること；

（ｂ）１つ以上のプライマーの少なくとも１つのプライ

マーを、プライマーと相補的である１つ以上の鋳型鎖の

前記部分にアニールすること；

（ｃ）１つ以上の鋳型鎖を核酸ポリメラーゼ及び少なく

とも４つの異なるクレオシド三リン酸と接触させること

；

（ｄ）少なくとも１つのアニールしたプライマーを核酸

ポリメラーゼによって伸長させ、それによって１つ以上

の鋳型鎖に結合した１つ以上伸長産物を形成すること；

（ｅ）１つ以上の鋳型鎖由来の１つ以上の伸長産物を分

離すること；並びに、

（ｆ）工程（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）及び（ｅ）

を繰り返して核酸を増幅することを含む方法によって核

酸を増幅するモジュールを含み、

ここで、工程（ｅ）の１つ以上の伸長産物のうち少なく

とも１つを工程（ａ）～（ｅ）の次のサイクルで鋳型鎖

として使用し、

ここで、最後のサイクルでは、工程（ｅ）はあってもな

くてもよく、

工程（ｂ）又は（ｄ）のうち少なくとも１つは、前記核

酸を前記１つ以上の鋳型鎖に伸長する傾向である張力を

適用することを含む、請求項１～１４９のいずれか１項

に記載のシステム。

【請求項１５１】

前記システムが手持ちである、請求項１～１５０のいず

れか１項に記載のシステム。

【請求項１５２】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（１）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

タンパク質抽出モジュール；及び、

前記タンパク質抽出モジュールに流体連通したタンパク

質検出モジュールを備えること、

（２）少なくとも１つの生体試料を少なくとも１つの集

積チップ上にロードすること；

（３）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

タンパク質抽出制御モジュール；及び

前記タンパク質抽出モジュールと機能的に連結したタン

パク質検出制御モジュールを備えること；

並びに、

（４）携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積チッ

プ上にロードした生体試料からのタンパク質の抽出及び

検出を実行することを含む、前記方法。

【請求項１５３】

生体試料の迅速な分析のための方法であって：

（ａ）少なくとも１つの集積チップを準備し、前記集積

チップは：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを備えること、

（ｂ）前記少なくとも１つの生体試料を前記少なくとも

１つの集積チップ上にロードすること；

（ｃ）携帯式制御アセンブリを少なくとも１つの集積チ

ップに機能的に連結させ、前記携帯式制御アセンブリは

：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールに機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；及び、

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを備えること

；

（ｄ）前記携帯式制御アセンブリを作動させて前記集積

チップ上にロードした前記生体試料の核酸の抽出、増幅

及び検出を実行すること；

（ｅ）前記生体試料からの前記核酸の検出に基づいて、

前記少なくとも１つの生体試料の源である人に関連する

少なくとも１つのバイオマーカーを決定すること；並び

に、

（ｆ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに基づいて

、前記少なくとも１つの生体試料の源である人の個別化

ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決定すること

を含む、前記方法。

【請求項１５４】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが前記人のウェルネスに関する核酸を検出す

ることを含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１５５】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが前記人のスポーツ栄養法に関する核酸を検

出することを含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１５６】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが前記人の食事に関する核酸を検出すること

を含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１５７】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが前記人の栄養法に関する核酸を検出するこ

とを含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１５８】
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前記人の栄養法に関する核酸が前記人の栄養上の素因に

関する核酸を含む、請求項１５７に記載の方法。

【請求項１５９】

前記素因が：前記人の栄養上のアレルギー、栄養上の感

受性及び栄養上の不耐性のうち少なくとも１つを含む、

請求項１５８に記載の方法。

【請求項１６０】

前記人の栄養法に関する核酸が：グルテン感受性、グル

テン不耐性及びラクトース不耐性のうち少なくとも１つ

に関する核酸を含む、請求項１５９に記載の方法。

【請求項１６１】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが：栄養補助物の前記人に対する効果；前記

人の栄養上のプロファイル；薬用化粧品の前記人に対す

る効果；医薬の前記人に対する効果、食物又は飲料の前

記人に対する効果のうち少なくとも１つに関する核酸を

検出することを含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１６２】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが少なくとも１つの炎症マーカーを検出する

ことを含む、請求項１５３～１６１のいずれか１項に記

載の方法。

【請求項１６３】

前記少なくとも１つの炎症マーカーが外傷性損傷に関す

る少なくとも１つの炎症マーカーを含む、請求項１６２

に記載の方法。

【請求項１６４】

前記少なくとも１つの炎症マーカーが食事耐性に関する

少なくとも１つの炎症マーカーを含む、請求項１６２に

記載の方法。

【請求項１６５】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが、少なくとも１種類の表現型発現に関する

少なくとも１つのＲＮＡマーカーを検出することを含む

、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１６６】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが、栄養障害に関する核酸を検出することを

含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１６７】

前記栄養障害が微量栄養素の欠乏を含む、請求項１６６

に記載の方法。

【請求項１６８】

前記微量栄養素がビタミンを含む、請求項１６７に記載

の方法。

【請求項１６９】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが、人のマイクロビオームで欠乏又は変化し

た少なくとも１つのプロバイオティクス又はプレバイオ

ティクスを決定することを含む、請求項１５３に記載の

方法。

【請求項１７０】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決

定することが、糖尿病の型又は亜型を示す核酸を検出す

ることを含む、請求項１５３に記載の方法。

【請求項１７１】

生体試料の迅速な分析のためのシステムであって：

（ｉ）少なくとも１つの集積チップであって：

核酸抽出モジュール；

前記核酸抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュ

ール；及び、

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを備え

少なくとも１つの生体試料が少なくとも１つの集積チッ

プ上にロードされている前記集積チップ；

（ｉｉ）携帯式制御アセンブリであって：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールと機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；並びに

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを備え、

前記集積チップ上にロードした前記生体試料からの核酸

の抽出、増幅及び検出を実行する前記携帯式制御アセン

ブリ；

（ｉｉｉ）前記生体試料からの核酸の検出に基づいて、

前記少なくとも１つの生体試料の源である人に関連する

少なくとも１つのバイオマーカーを決定するように構成

される遺伝子分析部；

（ｉｖ）前記少なくとも１つのバイオマーカーに基づい

て、前記少なくとも１つの生体試料の源である人の個別

化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分を決定するよ

うにさらに構成される前記遺伝子分析部を備える前記シ

ステム。

【請求項１７２】

前記個別化ゲノムプロファイルの少なくとも一部分に少

なくとも部分的に基づいて、分配する製品の少なくとも

一部分を決定するよう構成される分配制御部をさらに備

える、請求項１７１に記載のシステム。

【請求項１７３】

前記分配制御部と連結しており、前記分配制御部の制御

下で前記製品の少なくとも一部分を分配するよう構成さ

れる分配アクチベーターをさらに備える、請求項１７２

に記載のシステム。

【請求項１７４】

前記分配アクチベーターが：自動販売機；自動窓口機；

及びキオスクの１つの少なくとも一部分を備える、請求

項１７３に記載のシステム。

【請求項１７５】

前記分配アクチベーターが、前記製品の少なくとも一部

分をプリントするよう構成される三次元プリンターを備
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える、請求項１７３又は１７４に記載のシステム。

【請求項１７６】

前記分配アクチベーターが事前包装された製品を分配す

るよう構成される、請求項１７３又は１７４に記載のシ

ステム。

【請求項１７７】

前記製品が：食物、飲料、薬用化粧品、栄養補助物、医

薬、生薬、代替医薬及び化粧品の少なくとも１つである

、請求項１７２～１７６のいずれか１項に記載のシステ

ム。

【請求項１７８】

前記分配制御部が、栄養上の素因、栄養障害、及び、マ

イクロビオームで欠乏又は変化した少なくとも１つのプ

ロバイオティクス又はプレバイオティクスのうち少なく

とも１つに少なくとも部分的に基づいて分配される前記

製品の少なくとも一部分を決定するように構成される、

請求項１７２～１７７のいずれか１項に記載のシステム

。

【請求項１７９】

前記生体試料の迅速な分析のためのシステムが、前記分

配アクチベーターから前記製品を得る消費者の経験を増

大するよう構成される、請求項１７２～１７８のいずれ

か１項に記載のシステム。

【請求項１８０】

生体試料の迅速な分析のためのシステムであって：

（ｉ）少なくとも１つの集積チップであって：

核酸抽出モジュール；

前記核抽出モジュールに流体連通した核酸増幅モジュー

ル；及び、

前記核酸増幅モジュールに流体連通した核酸検出モジュ

ールを備え

少なくとも１つの生体試料が少なくとも１つの集積チッ

プ上にロードされている前記集積チップ；

（ｉｉ）携帯式制御アセンブリであって：

核酸抽出制御モジュール；

前記核酸抽出制御モジュールと機能的に連結した核酸増

幅制御モジュール；並びに

前記核酸増幅モジュール及び前記核酸抽出モジュールに

機能的に連結した核酸検出制御モジュールを備え、

前記集積チップ上にロードした前記生体試料からの核酸

の抽出、増幅及び検出を実行する前記携帯式制御アセン

ブリ；

（ｉｉｉ）前記生体試料からの核酸の検出に基づいて、

前記少なくとも１つの生体試料の源である人に関連する

少なくとも１つのバイオマーカーを決定するように構成

される遺伝子分析部；

前記遺伝子分析部に連結し、前記少なくとも１つのバイ

オマーカーに基づいて心拍動部を制御するよう構成され

る心拍動制御部を備える前記システム。

【請求項１８１】

前記少なくとも１つのバイオマーカーが、アテローム硬

化プロセスに関係するバイオマーカーを含み、前記心拍

動制御部が、アテローム硬化を逆行させるよう構成され

る、請求項１８０に記載のシステム。

【請求項１８２】

前記心拍動制御部が、強化体外式カウンターパルセイシ

ョン（ＥＥＣＰ）治療機を備える、請求項１８０又は１

８１に記載のシステム。

【請求項１８３】

核酸マーカーを介して慢性疾患を診断する、分類する又

はモニターするうちの少なくとも１つを含む、請求項１

～１８２のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１８４】

前記慢性疾患が糖尿病を含む、請求項１～１８３のいず

れか１項に記載の方法。

【請求項１８５】

前記核酸マーカーが炎症マーカーを含む、請求項１～１

８４のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１８６】

有機体の遺伝子型を同定し、それによって：遺伝子疾患

への素因、疾患の株、及び、疾患状態の抗生物質耐性の

うち少なくとも１つを決定することを含む、請求項１～

１８５のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１８７】

ＨＩＶ株のポイントオブケア検出、ＨＩＶウイルスロー

ド量決定及びＨＩＶの遺伝子型同定のうち少なくとも１

つを実行することを含む、請求項１～１８６のいずれか

１項に記載の方法。

【請求項１８８】

ウイルス肝炎の種類を決定することを含む、請求項１～

１８７のいずれか１項に記載の方法。

【請求項１８９】

がん遺伝子を特定することを含む、請求項１～１８８の

いずれか１項に記載の方法。

【請求項１９０】

薬剤モニタリングを含む、請求項１～１８９のいずれか

１項に記載の方法。

【請求項１９１】

移動式デバイスを用いてＨＩＶの母子感染をモニターす

る、又は、ＨＩＶの母子感染を予防するうちの少なくと

も１つを実行することを含む、請求項１～１９０のいず

れか１項に記載の方法。

【請求項１９２】

患者に存在する病原体、及び、病原体の少なくとも１つ

の抗生物質又は他の処置に対する感受性及び耐性の少な

くとも１つを決定することを含む、請求項１～１９１の

いずれか１項に記載の方法。

【請求項１９３】

薬剤モニタリングの実施、疾患の予後指標としてのデバ

イスの使用、及び診断治療デバイスとしてのデバイスの
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使用のうち少なくとも１つを含む、請求項１～１９２の

いずれか１項に記載の方法。

【請求項１９４】

前記システムが前記分子の位置又は配向を１００ｎｍ未

満、１０ｎｍ未満、又は１ｎｍ未満の寸法内まで制御す

ることを可能にするよう構成される、請求項１～１９３

のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１９５】

前記流体系が、１０ｍｍ未満、１ｍｍ未満、１００ミク

ロン未満、１０ミクロン未満、１ミクロン未満、１００

ｎｍ未満、１０ｎｍ未満又は１ｎｍ未満の最大寸法を含

む少なくとも１つの反応チャンバーを含む、請求項１～

１９４のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１９６】

１つ以上のモジュールが共通の反応チャンバーを共有す

る、請求項１～１９５のいずれか１項に記載のシステム

。

【請求項１９７】

注入可能デバイス、移植可能デバイス、着用可能デバイ

ス又は摂取可能デバイスとして患者への送達のために構

成される、請求項１～１９６のいずれか１項に記載のシ

ステム。

【請求項１９８】

前記核酸増幅モジュールが増幅、複製又は配列決定の１

つのみのサイクルを実施するよう構成される、請求項１

～１９７のいずれか１項に記載のシステム。

【請求項１９９】

前記１つのみのサイクルが恒温的である、請求項１９８

に記載のシステム。

【請求項２００】

前記１つのみのサイクルが熱的である、請求項１９８に

記載のシステム。
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アングルの定義 
がん診断のためのメージングシステムとして、ラマン撮像装置や質量サイトメトリ、分子イメージング等に特徴
がある特許情報を取り上げました。 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61K  51/00   
G01N  33/48   
G01N  33/574  
A61K  49/00   
A61P  35/00  
以下続く 

(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
 

4 
3 
3 
2 
2 
 

A61K 49/02      A  
A61P 35/00         
C12Q  1/02         
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(57)【要約】

別の実施形態で、本発明は、センサー或いはセンシング

システム、アプタマー、或いはＤＮＡザイムの使用を統

合した液滴マイクロ流体システムを用いての生物学的、

生理学的或いは病理学的マーカー、或いは単一分子、或

いは単一細胞を検出する高処理能力、多重システム或い

は方法を提供する。別の実施形態で、センサー或いはセ

ンシングシステムは、核酸ベース、抗体ベース或いは化

学薬剤ベースのセンサー或いはセンシングシステムであ

る。別の実施形態で、本発明は、迅速かつ高感度蛍光検

出システム、特に３Ｄ粒子ディテクターを含むディテク

ターシステムと統合した液滴システムを用いての生物学

的、生理学的或いは病理学的マーカー、或いは単一分子

、或いは単一細胞を検出する方法を提供する。別の実施

形態で、本発明は、統合総合液滴デジタル検出（ＩＣ３

Ｄ）でなるシステムを提供する。

【選択図】図４８

【技術分野】

【０００１】

本発明は、一般にバイオアナリシス、及び検出及びスク

リーニング方法に関するものである。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

ターゲット；ターゲット分子；ウィルス；生物学的マー

カー、生理学的マーカー、或いは病理学的マーカー；単

一分子；或いは単一細胞或いは細胞由来粒子、例えば、

単一病原体、寄生生物、バクテリア細胞、ウィルス或い

は真菌類を、液滴或いはエマルションベースマイクロ流

体システム、３Ｄ粒子ディテクター及び／又は３Ｄ粒子

カウンテイングシステム、或いは乳化剤に、小分子、生

体分子、アプタマー、ＤＮＡザイム、核酸、蛋白質、ペ

プチド、酵素、抗体、或いは化学薬剤或いは小分子を使

用するアッセイ、センサー或いはセンシングシステムを

統合使用して検出、識別及び／又は定量する高処理能、

多重システム或いは装置、或いは方法であって、

（ａ）ターゲット、ターゲット分子、核酸、蛋白質、ペ

プチド、ウィルス、細胞由来の粒子或いは細胞に特異的

に結合できる、或いはこれらを直接或いは間接に検出で

きるアッセイ、センサー、ディテクター、或いはセンシ

ングシステムを提供し、ここで、細胞は、任意に、バク

テリア細胞、寄生生物細胞或いは真菌類細胞、或いは、

細胞が、任意に哺乳類動物細胞或いはヒト細胞であり、

ここで、アッセイ、センサー、ディテクター、或いはセ

ンシングシステムは、任意に、アプタマー、ＤＮＡザイ
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ム（デオキシリボザイム、ＤＮＡ酵素或いは触媒的ＤＮ

Ａとも呼ばれる）、核酸、蛋白質、ペプチド、酵素、抗

体、或いは化学薬剤或いは小分子であり、

単一核酸分子増幅は、任意に、指数関数的増幅反応（Ｅ

ＸＰＡＲ）、ローリングサークル増幅（ＲＣＡ）、或い

はアプタマー阻止剤－ＤＮＡ－酵素（ＩＤＥ）、或いは

アプタマー－ＩＤＥシステムであり、

ターゲットは、増幅されたターゲットで、任意に、ロー

リングサークル増幅（ＲＣＡ）或いはＥＸＰＡＲを用い

て増幅された核酸ターゲットであり、

ここで、ターゲット分子、ウィルス、細胞由来の粒子或

いは細胞に特異的に結合、或いはアッセイ、センサー、

検出或いはセンシングシステムによるこれらの直接或い

は間接の検出は、任意に、蛍光体シグナル或いは蛍光か

らなる検出可能シグナルを発生させ、或いは生成させる

、そして、任意に、核酸、アプタマー、アプタマー－Ｉ

ＤＥシステム、或いはＤＮＡザイムは、単一リボヌクレ

オチド結合でＤＮＡ－ＲＮＡキメラ基質を開裂するＲＮ

Ａ－開裂ＤＮＡモチーフであり、リボヌクレオチド開裂

サイトは、蛍光体とクェンチャーに隣接し、

そして、ターゲット分子、ウィルス、細胞由来の粒子或

いは細胞に対する核酸、アプタマー、或いはＤＮＡザイ

ムの特異的な結合は、リボヌクレオチド開裂サイトの開

裂を起し、蛍光体或いは蛍光アクチベーターからクェン

チャーを放出させ、蛍光アクチベーターは、任意に、活

性形にあるとき、蛍光シグナルのような検出可能なシグ

ナルを発生する酵素であり、

そして、センサー或いはセンシングシステムは、任意に

、アプタマー、ＤＮＡザイム、図４７に記載した構造で

あるアプタマー阻止剤－ＤＮＡ－酵素（ＩＤＥ）分子複

合体（アプタマー－ＩＤＥシステムとも呼ばれる）であ

り、ＩＤＥ分子複合体の酵素は、活性なとき（例えば、

阻止剤の影響下にない）蛍光シグナルのような検出可能

なシグナルを生成することができ、ＩＤＥ分子複合体の

酵素は、ＩＤＥ分子複合体の阻止剤によって阻止され、

ＩＤＥ分子複合体がターゲットに結合しない、ＤＥ分子

複合体のアプタマーがそのターゲットと結合すると、Ｉ

ＤＥ分子複合体の阻止剤が、酵素から離れて除かれ、或

いは不活性化され、酵素を活性化して検出できるシグナ

ル、例えば蛍光を生成し、

そして、アッセイ、センサー、検出或いはセンシングシ

ステムは、任意に、核酸ベース、抗体ベース、蛋白質ベ

ース、ペプチドベース、酵素ベース、或いは化学薬剤ベ

ース、或いは小分子ベース、のアッセイ、センサー、検

出或いはセンシングシステム、或いはこれらの組合せで

あり、

ここで、アッセイ、センサー、検出或いはセンシングシ

ステムの、ターゲットに対する特異な結合は、増幅ベー

ス、或いは非増幅ベースの蛍光シグナルを発生させ、

そして、ターゲット分子（任意に、精製された或いは複

合体のターゲット）は、核酸、ペプチド、或いは化学薬

剤ライブラリからスクリーニングされ、選択され及び／

分離されることができ、

そして、ターゲット分子は、任意に、核酸或いはポリペ

プチドであり、ポリペプチドは、任意に、疾病（例えば

、糖尿病、アルツハイマー病、及び同種のもの）或いは

体調の診断、すなわち細胞表面マーカーであり、或いは

酵素であり、酵素は、任意に、特定疾病（例えば、糖尿

病、アルツハイマー病、及び同種のもの）を検出するた

めのマーカー、或いは一種のマーカーであり、酵素は、

任意に、カルバペネマーゼ（ｃａｒｂａｐｅｎｅｍａｓ

ｅ）のようなベータ－ラクタマーゼ（ｂｅｔａ－ｌａｃ

ｔａｍａｓｅ）で、任意に、拡張スペクトル・ベータ－

ラクタマーゼ（ＥＳＢＬ）が作るエンテロバクテリアシ

エ（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）及びカル

バペネマーゼ耐性エンテロバクテリアシエ、ＴＢ及び他

の菌剤耐性病原体の検出用のものであり、

そして、ターゲット分子、ウィルス、細胞由来の粒子或

いは細胞或いはバクテリア、寄生生物或いは真菌類は、

生物学的マーカー、生理学的マーカー、或いは病理学的

マーカーの１つ或いは複数であり、或いは、単一或いは

複数の分子、単一細胞或いは複数の細胞、ウィルス、細

胞由来の粒子或いは分子の１つ或いは複数であり、

（ｂ）複数の液滴、エマルション或いはマイクロ液滴を

提供する、ここで、液滴、エマルション、或いはマイク

ロ液滴は、任意に、液滴マイクロ流体システム或いはマ

イクロ液滴操作アッセイ或いは装置、或いは乳化剤、或

いは等価な装置或いはシステムによって生成され、

液滴サイズは、任意に、直径が凡そ５～５０μｍで、１

～３００μｍ、或いは凡そ１０～１００μｍの範囲であ

ることができ、任意に、ラベルを付け、或いは染色して

用意する、ここで、ターゲット或いは増幅されたターゲ

ットは、任意に、色素、ナノ粒子、ビーズ、或いは等価

物、或いはこれらの組合せでラベル付け、或いは染色さ

れ、

そして、任意に、内部に粒子或いはナノ粒子であるター

ゲットをもつ複数の液滴或いはナノ液滴を提供し、

（ｃ）任意に、生体サンプル或いは周囲環境サンプルで

あり、また、任意に、ターゲットであり、或いは検出さ

れるターゲットを含んで懸濁されているサンプルを用意

し、

そして、ターゲットは、任意に、ターゲット分子、核酸

、蛋白質、ペプチド、ウィルス、細胞由来の粒子或いは

細胞であり、細胞は、任意に、バクテリア細胞、寄生生

物細胞或いは真菌類細胞であり、或いは、細胞は、任意

に、哺乳類動物細胞或いはヒト細胞であり、

（ｄ）サンプル（ターゲットを含む、或いはターゲット

からなる）を、任意に、アッセイ、センサー、検出或い

はセンシングシステムと共にカプセル化或いはマイクロ

カプセル化し、
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そして、ターゲット或いはサンプルを、任意に、複数の

粒子或いはナノ粒子と共に、或いはそれらの中に、カプ

セル化或いはマイクロカプセル化する、ここで、カプセ

ル化或いはマイクロカプセル化は、任意に、複数の液滴

或いはマイクロ液滴、或いはエマルションの中にカプセ

ル化或いはマイクロカプセル化し、

そして、ターゲット検出或いはセンシングシステムは、

任意に、アプタマー－ＩＤＥシステムであり、アプタマ

ー－ＩＤＥシステムが、任意に、酵素、或いは酵素の組

合せであるとき、それは、相互作用或いは処理により蛍

光シグナルのような検出できるシグナルを生成すること

ができ、

検出或いはセンシングシステムのカプセル化或いはマイ

クロカプセル化は、基質をカプセル化或いはマイクロカ

プセル化して、検出できるシグナルが酵素によって活性

化され、

そして、カプセル化或いはマイクロカプセル化されるサ

ンプル或いはターゲットの処理或いは作成、或いはカプ

セル化或いはマイクロカプセル化されるサンプルを含む

カプセル化或いはマイクロカプセル化される液滴或いは

マイクロ液滴の処理或いは作成は、任意に、液滴マイク

ロ流体システム或いはマイクロ液滴操作装置の使用、或

いは高処理能の液滴ジェネレーターの使用、或いは２５

６チャンネル・カートリッジシステムの使用、或いは乳

化剤の使用であり、

そして、ターゲット或いは増幅されたターゲットのラベ

ル付け或いは染色は、任意に、色素、ナノ粒子、ビーズ

、或いはそれの等価物、或いはこれらの組合せを用い、

（ｅ）蛍光シグナル或いは蛍光、或いは色素、ナノ粒子

、ビーズ、或いは等価物、或いはそれの組合せでなる検

出できるシグナルの存在を検出し、

ここで、検出できるシグナルの存在を検出、認識／定量

は、エマルション化された、カプセル化或いはマイクロ

カプセル化されたサンプル中で、或いは液滴或いはマイ

クロ液滴中で、或いは粒子或いはナノ粒子中で行い、

そして、検出できるシグナルの検出は、ターゲット分子

、ウィルス、細胞由来の粒子或いは細胞を検出、認識及

び／又は定量することであり、ここで、細胞は、任意に

、哺乳類動物細胞、ヒト細胞、バクテリア細胞、寄生生

物細胞、真菌類細胞であり、

ここで、蛍光シグナル或いは蛍光の検出は、任意に、カ

プセル化或いはマイクロカプセル化されたサンプル、或

いは液滴或いはマイクロ液滴、或いはエマルション、或

いは粒子或いはナノ粒子中で行い、サンプル中のターゲ

ット分子、ウィルス、細胞由来の粒子、細胞、寄生生物

、真菌類、或いは哺乳類動物細胞或いはヒト細胞の存在

を示し、

そして、ターゲット分子、ウィルス、細胞由来の粒子或

いは細胞の検出及び／又は定量は、任意に、３Ｄ粒子デ

ィテクター或いは３Ｄ粒子カウンテイングシステムの使

用であることを含むことを特徴とする高処理能、多重シ

ステム或いは装置、或いは方法。

【請求項２】

前記細胞が、哺乳類動物細胞、ヒト細胞、癌細胞、循環

腫瘍細胞、循環前立腺細胞或いはメラノーマ細胞、或い

はバクテリア細胞であり、任意に、マイコバクテリウム

・ツベルクローシス（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ  ｔ

ｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ）のような緩成長生物であるこ

とを特徴とする請求項１に記載の高処理能、多重システ

ム或いは装置、或いは方法。

【請求項３】

前記液滴或いはエマルションマイクロ流体システムが、

  （ａ）直径が凡そ１、２、３、４、５、６、７、８、

９、或いは１０～３００μｍ、或いは１０～１００μｍ

の間であるピコリットル液滴或いは液滴；及び／又は（

ｂ）不溶解性キャリアーオイル中での単分散で、ピコリ

ットルサイズの流体液滴或いはエマルションであること

を特徴とする請求項１に記載の高処理能、多重システム

或いは装置、或いは方法。

【請求項４】

前記生物学的サンプルが、患者からの生体組織、血液、

血清、唾液、涙、尿或いはＣＳＦ、或いは食品、水、土

、或いは空気源から得られたサンプルであることを特徴

とする請求項１に記載の高処理能、多重システム或いは

装置、或いは方法。

【請求項５】

前記ターゲット分子が、核酸、核酸点変異、或いは単一

ヌクレオチドの多型（ＳＮＰ）、マイクロＲＮＡ（ｍｉ

ＲＮＡ）、或いは小阻止性ＲＮＡ（ｓｉＲＮＡ）、細胞

マーカー（特定の細胞タイプ、任意に、遺伝子型或いは

発現型を特定或いは識別するマーカー）であり、或いは

核酸疾病或いは癌マーカー、任意に、乳癌バイオマーカ

ーであり、

そして、ターゲット分子の検出は、任意に、疾病（例え

ば、糖尿病、アルツハイマー病、及びその他同種のもの

）或いは癌（例えば、前立腺癌、メラノーマ、乳癌であ

り、任意に、ターゲットは、前立腺特異抗原（ＰＳＡ）

である）の診断であり、或いは日常の疾病或いは癌のス

クリーニングに、初期段階疾病或いは癌の診断及び／又

は経過の見通しに、疾病或いは癌の進行及び／又は再発

のモニタリングに、及び／又は薬剤有効性及び安全性の

モニターに使用されることを含んでなることを特徴とす

る請求項１に記載の高処理能、多重システム或いは装置

、或いは方法。

【請求項６】

前記ターゲット分子が、蛋白質、脂質、炭水化物、多糖

類、小分子、或いは金属錯体である、或いはこれらを含

むことを特徴とする請求項１に記載の高処理能、多重シ

ステム或いは装置、或いは方法。

【請求項７】
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前記蛍光体は、フルオレセイン－ｄＴ（ｆｌｕｏｒｅｓ

ｃｅｉｎ－ｄＴ）であり、前記クェンチャーは、Ｄダブ

シル－ｄＴ（商品名）〔ダブシル－ｄＴ（Ｄａｂｃｙｌ

－ｄＴ）〕；及び／又は蛍光共鳴エネルギートランスフ

ァー（ＦＲＥＴ）色素ペア；及び／又はターゲット－結

合色素であることを特徴とする請求項１に記載の高処理

能、多重システム或いは装置、或いは方法。

【請求項８】

前記蛍光は、ＡＰＤ（フォトン・アバランシェ・ダイオ

ード）、ＰＭＴ（光電子増倍管）、ＥＭＣＣＤ（電子増

倍電荷結合素子）、或いはＭＣＰ（マイクロチャンネル

プレート）、或いは他の等価物により、任意に、高処理

能マナーで検出されることを特徴とする請求項１に記載

の高処理能、多重システム或いは装置、或いは方法。

【請求項９】

前記アプタマーは、オリゴヌクレオチド、核酸、或いは

ペプチドアプタマーであることを特徴とする請求項１に

記載の高処理能、多重システム或いは装置、或いは方法

。

【請求項１０】

前記アプタマーは、幹細胞分化を特定の細胞系譜に特異

的に調節する、或いはダウンストリームのシグナル通路

に直接連結する、或いは前記アプタマーは、アゴニスト

或いはアンタゴニストとしてターゲットに結合する、或

いはセンサーとしての蛍光シグナル出すことを特徴とす

る請求項１に記載の高処理能、多重システム或いは装置

、或いは方法。

【請求項１１】

前記センサーは、ＤＮＡ鎖置換方策、近接ライゲーショ

ンアッセイ、或いは結合誘導ＤＮＡアセンブリアッセイ

、或いは等価物を含むもの；或いは前記センサーは、蛍

光発生基質或いはプローブ、或いはターゲットに結合し

て蛍光を出す等価物であることを特徴とする請求項１に

記載の高処理能、多重システム或いは装置、或いは方法

。

【請求項１２】

さらに、生物学的マーカー、生理学的マーカー、或いは

病理学的マーカー、或いは単一分子或いは単一細胞を、

３Ｄ粒子ディテクター或いは３Ｄ粒子カウンテイングシ

ステムの使用と統合して検出及び／又は定量することを

特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の高

処理能、多重システム或いは装置、或いは方法。

【請求項１３】

前記高処理能、多重システムは、望ましい持ち運び性（

例えば、バックパックとしてパッケージされている）、

自動化液体ハンドリング（例えば、液滴発生と自動サン

プリング）、ダイオードレーザー（光源）、ＡＰＤ（デ

ィテクター）、操作〔ヴィンチ（ｖｉｎｃｉ）、ＩＳＳ

  Ｉｎｃ．）〕及び／又は）解析のソフトウェア（Ｓｉ

ｍＦＣＳ）、ディスプレーの電子部品と３Ｄ粒子カウン

テイングシステムと統合、の１つ或いはいずれかであり

、例えば、図３２と３３に説明したように、本発明の典

型的なポータブルシステムのデザインは、マイクロカプ

セル化装置を３Ｄ粒子カウンテイングシステムと統合し

ていることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１

項に記載の高処理能、多重システム或いは装置、或いは

方法。

【請求項１４】

さらに、多数のタイプのターゲットを、多重に、かつ迅

速に同時に検出できる廃棄可能なマイクロ流体“カート

リッジ”を有し、任意に、前記高処理能、多重システム

或いは装置は、完全自動化され、或いはオール－イン－

ワン・システムに構築され、或いはモジュラー部品を備

え、或いは電子装置、例えば、図３２、３３及び４０に

説明したようなポイント－オブ－ケアー適用にポータブ

ル装置、例えばスマートフォン及び／又はブルートゥー

ス（登録商標）に連結されることを特徴とする請求項１

乃至１３のいずれか１項に記載の高処理能、多重システ

ム或いは装置、或いは方法。

【請求項１５】

前記アッセイ、センサー、或いはセンサーシステムは、

核酸ベースアッセイ；抗体ベースアッセイ；酵素ベース

アッセイ；化学薬剤ベースアッセイ；核酸ベースアッセ

イ；交雑；分子指標；アプタマー；ＤＮＡザイム；リア

ルタイム蛍光センサー；抗体ベースアッセイ；ＥＬＩＳ

Ａ；サンドイッチベースアッセイ；免疫染色アッセイ；

抗体捕捉アッセイ；第２抗体増幅アッセイ；近接ライゲ

ーションベースアッセイ；酵素ベースアッセイ；ＰＣＲ

、ＲＴ－ＰＣＲ、ＲＣＡ、ループ媒介等温増幅（ＬＡＭ

Ｐ）、ニッキング、鎖置換及び／又は指数関数的等温増

幅；或いはそれらの任意の組合せであり、ここで、高処

理能、多重システム或いは装置、或いは方法は、液滴を

使用せずに低濃度のターゲットを検出し、また、任意に

、核酸ターゲットは、任意に、色素プローブ或いはナノ

粒子により染色され、任意に、３Ｄ粒子カウンターによ

って測定されるシグナル増幅プロセス、ローリングサー

クル増幅（ＲＣＡ）を用いて検出されることを特徴とす

る請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の高処理能、

多重システム或いは装置、或いは方法。

【請求項１６】

カプセル化或いはマイクロカプセル化されたエマルショ

ン或いは液滴は、乳化剤の使用により、或いは液滴ベー

スのマイクロ流体により作られる；  或いは、エマルシ

ョン或いは液滴は、ウォーター－イン－オイル－イン－

ウォーター（Ｗ／Ｏ／Ｗ）のダブルエマルション仕様、

或いはエマルション或いは液滴が、液体の液滴、任意に

、アガロース或いはＰＥＧからなる液体の液滴であり、

或いは、任意に、液滴は、ゲル化或いは固化させて液滴

粒子を形成し、

任意に、液滴は、凡そ１０ｎｍ～１００μｍのサイズ範
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囲であり、任意に、液滴は、単分散或いは多分散してお

り、また、任意に、液滴は、加熱或いは冷却され（例え

ば、ＰＣＲのために）、併合され、分割され、選別され

、及び／又は長期の貯蔵に備え、

エマルション或いは液滴、任意に、蛍光のエマルション

或いは液滴は、ターゲットを含んでいて、光学ピンセッ

ト、光学トラップ、光学格子、勾配遠心分離、或いは任

意の組合せ、或いはこれらの等価物を任意に使用して、

３Ｄ粒子カウンテイングシステムに選別され、これによ

り、選別されたターゲットが、さらに処理、分析するこ

とができ、任意に、液滴は、従来のＩＤオンチップ、す

なわち２Ｄ解析によって、或いは３Ｄ粒子カウンターに

よって解析されることを特徴とする請求項１乃至１５の

いずれか１項に記載の高処理能、多重システム或いは装

置、或いは方法。

【請求項１７】

前記細胞由来の粒子は、エキソソーム（ｅｘｏｓｏｍｅ

）、マイクロベシクル（ｍｉｃｒｏｖｅｓｉｃｌｅ）、

アポトーシス小体、或いはそれらの任意の組合せであり

、

或いは、ターゲット分子は、核酸、蛋白質、ペプチド、

炭水化物、脂質、小分子、或いは金属イオンであること

を特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の

高処理能、多重システム或いは装置、或いは方法。

【請求項１８】

特定ターゲットを高処理能に検出する酵素ベースターゲ

ット検出システムを識別及び分離する方法であって、

（ａ）１つの特定ターゲット或いは複数の特定ターゲッ

トを結合して、検出するようにデザインされた酵素ベー

スターゲット検出システム分子のライブラリを用意し、

ターゲットは、酵素ベースターゲット検出システムが検

出するようにデザインされ、基質は、検出できる部分を

有していて、酵素ベースターゲット検出システムがこの

ターゲットに結合していないときには、酵素は不活性で

あり、

酵素ベースターゲット検出システムがこの特定ターゲッ

トに結合しているときには、酵素は基質上で活性化され

、検出可能なシグナルを生成し、

ここで、生成した検出可能なシグナルは、任意に、蛍光

シグナルであり、酵素ベースターゲット検出システムは

、任意に、図４７或いは図５１Ａに描いたようなアプタ

マー阻止剤－ＤＮＡ酵素（ＩＤＥ）システム分子であり

、

酵素ベースターゲット検出システムは、任意に、図５０

に描いたような核酸イニシエーター誘起のシグナル増幅

カスケードであり、

（ｂ）不溶解性キャリアーオイル液体中で、サンプル、

酵素ベースターゲット検出システム及び基質をカプセル

化し、複数の液滴を形成させ、

ここで、個々の液滴は、複数のサンプル、酵素ベースの

ターゲット検出システム及び基質を含んでおり、カプセ

ル化は、サンプル、酵素ベースのターゲット検出システ

ム及び基質を、オイル流にポンプで送ることであり、そ

して、複数の液滴は、任意に、ピコリットル－サイズの

液滴であり、

（ｃ）（ｂ）で生成した複数の液滴を、ソーターを通し

、検出できるシグナルを持っている液滴を別のチャンネ

ルに向わせ、そこで選別された液滴が溶解或いは破壊さ

れ、希釈され、追加で加えられたターゲット及び基質と

共に再カプセル化され、

このとき、１つの液滴の中に１つ以上の基質とターゲッ

トあるようにして、液滴当たり約１つの酵素ベースター

ゲット検出システム分子がある濃度とし、

ここで、選別された液滴は、任意に、光学ピンセット、

光学トラップ、光学格子、勾配遠心分離、或いは任意の

組合せ、或いはそれらの等価物を用いて、溶解される或

いは破壊される、ここで、生成された検出できるシグナ

ルは、任意に、蛍光シグナルであり、前記ソーターは、

ＦＡＣＳであり、

また、生成された検出できるシグナルは、任意に、蛍光

シグナルであり、前記ソーターは、マイクロ流体装置で

あり、

（ｄ）検出できるシグナルを持っている液滴を離れたチ

ャンネルに選別し、これにより、酵素ベースのターゲッ

ト検出システム或いは分子を識別及び分離して、特定タ

ーゲットを高処理検出し、

ここで、酵素ベースのターゲット検出システム或いは分

子は、任意に、アプタマー阻止剤－ＤＮＡ－酵素（ＩＤ

Ｅ）システム分子であり、分離されたＩＤＥ分子は、シ

ーケンスされることを含むことを特徴とする酵素ベース

ターゲット検出システムの識別及び分離方法。

【請求項１９】

１つのタイプの分子／１つのビーズ或いは１つのタイプ

の分子／１つの液滴方策に基づいて、ＤＮＡ、ＲＮＡ、

ポリペプチド及び／又はペプチドが液滴ライブラリで合

成される薬剤或いはアプタマースクリーニング及びイン

ビトロ選択プラットフォームであって、

請求項１乃至１６のいずれか１項の高処理能、多重シス

テム或いは装置、或いは方法、及びターゲット或いはタ

ーゲットへのバインダーを生成するためのマイクロビー

ズ上のＤＮＡを用意し、

ここで、マイクロビーズ上のＤＮＡ、或いはＤＮＡ小片

ライブラリは、例えば、分子をターゲットする、或いは

分子或いは細胞の機能を調整する機能をもつ薬剤或いは

アプタマーのスクリーニングに使用され、

ここで、マイクロビーズ上のＤＮＡは、任意に、液滴或

いはマイクロ液滴、任意に、ピコリットル液滴、任意に

、直径が約２０μｍの液滴の中でカプセル化され、ＰＣ

Ｒによってオン－ビーズＤＮＡを増幅し、ＤＮＡライブ

ラリを液滴内で転写及び／又は翻訳して、増幅されたＤ
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ＮＡを、ＲＮＡ及び／又はポリペプチド或いはペプチド

ライブラリを形成させ、

転写されたＲＮＡの識別／シーケンス、及び／又は翻訳

されたポリペプチド或いはペプチドは、任意に、核酸シ

ーケンスを使用して、同じ液滴中でバーコード付けし、

引き続くスクリーニング及びバイオマーカーの見出しに

備え、

ＲＮＡ及び／又はポリペプチド或いはペプチドは、任意

に、請求項１乃至１６のいずれか１項の高処理能、多重

システム或いは装置、或いは方法によって、ターゲット

として検出及び／又は定量されることを含むことを特徴

とする薬剤或いはアプタマースクリーニング及びインビ

トロ選択プラットフォーム。

【請求項２０】

図１７、３２及び３３に記載したシステムからなること

を特徴とする統合総合液滴デジタル検出（ＩＣ３Ｄ）。

【請求項２１】

図１、２、１４、１５、１７、３２、及び３３に記載し

たようなマイクロカプセル化液滴システムを、３Ｄ粒子

ディテクターと統合してなることを特徴とする多重シス

テム。

【請求項２２】

マイクロカプセル形成装置と３Ｄ粒子カウンテイングシ

ステムを統合して、請求項１乃至１６のいずれか１項に

記載の方法を使用してターゲットを検出或いは識別する

ことを特徴とするポータブルシステム、及び、任意に図

１７に記載したような多重ポータブルシステム。
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